
食品ロス



食品ロスの現状

排出されるゴミの40％が食品ロス！！



SDGsに関連した取り組み



アンケート結果！



食品ロスの原因

買ったことを忘れて知
らない間に消費期限
が過ぎている

時間が経つと硬く
なって食べずらい

　作りすぎて食べきれない

消費期限を忘れてしまい、
食品を捨ててしまう



私たちからの提案【1】

食ロスアプリの作成

買った商品の消費期限をカレンダーに表示する



私たちからの提案【１】

①商品にQRコードを貼る



私たちからの提案【1】

②買い物に行く



私たちからの提案【1】

③お店で買った商品のQRコードを読み取る



私たちからの提案【1】

④アプリ内のカレンダーに消費期限が表示される

例



私たちからの提案【1】

⑤スマホを見るだけで

　買った商品の消費期限が

　まるわかり！



このアプリが開発できたなら…

　　　　　　・QRコードから、生産者や成分表示を確認

　　　　　・メニューを提案（消費期限が切れそうな食材）

利用者が増加！



私たちからの提案【2】

カレンダーで消費期限シールを確認



私たちからの提案【2】

　　　　①広報伊勢でカレンダーを配布

1月
・・・・・



私たちからの提案【2】

　　　②商品を買う



私たちからの提案【2】

　③食品に貼られた商品名シールをカレンダーに貼る



私たちからの提案【2】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

④カレンダーを見るだけで　　　　　　　　　買った商

品の消費期限が　　　　　　　　　　まるわかり！



これらの案が実現すると…

　　　　　　　　買い物の際に、家にある食材がわかる

　　　家にある食材を買わない

　食品ロスの削減！



食品ロスを削減することによって

①食品を無駄にしなくてすむ

②家計にかかる食費・国の廃棄費用が節約できる

③環境破壊を防ぐことができる



アプリの実現に向けて…

課題　    ・費用

　　　　    ・どこのお店が協力してくれるか

　　　　    ・高齢者へのアプリ提供が難しい

　　　    ・仕事量の増加

　　　　    ・アプリの認知度を上げていく必要がある

　　　　　　　

　　　　



○カレンダーを紙で提供する

○SNSでの発信

○伊勢市の人に広告してもらう（広報伊勢などで）

解決策

・アプリの認知度を上げていく必要がある

・高齢者へのアプリ提供が難しい

○高校生によるスマホ教室



解決策

・どこのお店が協力してくれるか

○多くの人が利用する大型ショッピングセンターなどに協力してい　ただ
けるように自分たちがお願いに行く



ご清聴ありがとうございました


